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■ 設置工事の前に

設置工事説明書

都市ガス用

業務用自動ガス遮断装置

 操作器　 ＹＣＢ－１３Ｅ

操作器を正しく設置していただくため、また、施工者やお客さまへの危害や財産へ
の損害を未然に防止するために、この設置工事説明書にはいろいろな絵表示をし
ています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本
文をお読みください。

作業を誤った場合に設置工事作業者または使用者が死亡あるいは
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

一般的な禁止

作業を誤った場合に設置工事作業者または使用者が傷害を負う場合
あるいは物的損害の発生が想定される内容を示しています。
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 ■ 工事される方へのお願い

１．この操作器を安全に正しくご使用いただくために、この設置工事説明書を
　　よくお読みになり、指定された工事を行ってください。

２．工事終了後に、この設置工事説明書に従って、作動点検を行ってください。
    なお、作動不良の場合は機器を交換してください。

３．工事終了後に取扱説明書に従って、次の事項をお客さまに説明してくだ
    さい。

■ 設置前のご注意

　　（１）操作器の内容説明
　　　①業務用自動ガス遮断装置の概要　：取扱説明書 Ｐ７
　　　②操作器のスイッチとランプについて　：取扱説明書 Ｐ８、Ｐ９
　　　③遮断弁の開閉方法　：取扱説明書 Ｐ１０、Ｐ１１
　　　④都市ガス警報器が作動したとき　：取扱説明書 Ｐ１３
　　　⑤機器故障時の動作　：取扱説明書 Ｐ１９
　　　⑥日常点検のお願い　：取扱説明書　Ｐ２４
　　　⑦内蔵感震器の設定（有効／無効）と地震発生時の動作　：取扱説明書 Ｐ１４
　　　⑧停電時遮断の設定（有効／無効）と停電時の動作　：取扱説明書 Ｐ１８

　　（２）警報時・故障時にとるべき措置
　　　①ガスもれにより都市ガス警報器が鳴ったとき　：取扱説明書 Ｐ２
　　　②警報ランプや故障ランプが点灯したとき　：取扱説明書　Ｐ２１、Ｐ２２

●操作器を設置する前に、連動する遮断弁の形式を確認してください。
　　遮断弁の形式：ＭＶ－＊＊Ｔ　（＊＊は２０～８０ ・・・ 口径を表す。）

　また、設置場所の選定についてはお客さまとよく相談して決めてください。

 ■ 操作器の確認

１．取付ける操作器が都市ガス用であり、本体に亀裂やへこみなど外観上の異常が
　　ないことを確認してください。

２．操作器に落下等の強い衝撃を与えないように、取扱いには注意してください。
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警告
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 ■ 設置場所の確認

●操作器は、見やすく、操作のしやすい
　 位置に取付けてください。

次のような場所に取付けられていますと、操作に支障が生じたり
故障や誤動作の原因になることがあります。

●不特定多数の人の手に触れる場所 ●備品のかげになる場所

●燃焼器具などからの排気、湯気、
　 油煙などが直接かかる場所

●屋外等風雨にさらされる場所や水が
 かかったり、水滴のつく場所

 ○ 操作器について

3

禁止 禁止

禁止 禁止

注意
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●振動の多いところや古い壁など
　 不安定な場所

●温度が－１０℃以下、または５０℃以上
　 になる場所

●扉の開閉による振動、衝撃の影響を
　 受ける場所

●自動車の通過による振動、衝撃の
　 影響を受ける場所

●機械などによる振動、衝撃の影響を
　 受ける場所

●容易に共振するような不安定な場所

次のような場所に取付けられていますと、操作に支障が生じたり
故障や誤動作の原因になることがあります。

4

注意

禁止 禁止

禁止 禁止

禁止 禁止

※上記範囲内であっても常時低温 ・ 高温に
　 なる場所への設置は、 避けてください
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■ 取付け方法

１．付属品の確認

下記の部品イラストを用いて、付属品名・個数を確認してください。

２．取付け位置の確認

（１）操作器の取付け位置は、見やすく操作のしやすい場所を選んでください。
（２）取付け位置の壁面の材質、強度を確認してください。
（３）土壁、強度の弱い合板や石こうボードには取付けないでください。
　　 木ネジが抜けて取付板および操作器本体が傾き、誤遮断する場合があります。
（４）ラジオやテレビの電波塔の近くでは、強い電波の影響を受けないように、特に
　　 遮断弁の信号線は極力短く（５０ｍ以下）なるよう、設置場所を検討してください。

３．取付板の取付け

取付板（１枚）

防虫ブッシュ（１個）

４ミリネジ（４本）

４.１ミリ木ネジ（４本）

電池（１個）

■付属品

３ミリネジ（１本）

遮断弁情報ラベル（１枚）

（１）取付板は垂直に取付けてください。（垂直方向 ±３°以内）
　
（２）取付板は、上下に障害物がない所へ取付けてください。
　　 （左右にも障害物がないことが望ましい）

（３）取付板は、付属の４ミリネジまたは４.１ミリ木ネジを使って
　　 固定してください。
　　・壁内のスイッチボックスに固定するとき：４ミリネジ
　　・壁にじかに固定するとき：４.１ミリ木ネジ

　　※ 既設の操作器と交換する場合は、その取付板を
　　　　そのまま使用できます。
　　     但し、汚れや錆が激しいときは、新しい取付板と
         交換してください。

（４）操作器を取付板に仮止めして左右の傾きを確認し、
　　 必要に応じて取付板の傾きを修正してください。
　　 （傾きは操作器の上に水準器や角度計などを載せる
　　　と分かりやすい。）

±３°以内

（注）
３°は人の目ではかな
り傾いて見えます。

（電池は操作器内に
　収納されています。）

・傾きの確認

水準器
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しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

■ 取付け方法

１．付属品の確認

下記の部品イラストを用いて、付属品名・個数を確認してください。

２．取付け位置の確認

（１）操作器の取付け位置は、見やすく操作のしやすい場所を選んでください。
（２）取付け位置の壁面の材質、強度を確認してください。
（３）土壁、強度の弱い合板や石こうボードには取付けないでください。
　　 木ネジが抜けて取付板および操作器本体が傾き、誤遮断する場合があります。
（４）ラジオやテレビの電波塔の近くでは、強い電波の影響を受けないように、特に
　　 遮断弁の信号線は極力短く（５０ｍ以下）なるよう、設置場所を検討してください。

３．取付板の取付け

取付板（１枚）

防虫ブッシュ（１個）

４ミリネジ（４本）

４.１ミリ木ネジ（４本）

電池（１個）

■付属品

３ミリネジ（１本）

遮断弁情報ラベル（１枚）

（１）取付板は垂直に取付けてください。（垂直方向 ±３°以内）
　
（２）取付板は、上下に障害物がない所へ取付けてください。
　　 （左右にも障害物がないことが望ましい）

（３）取付板は、付属の４ミリネジまたは４.１ミリ木ネジを使って
　　 固定してください。
　　・壁内のスイッチボックスに固定するとき：４ミリネジ
　　・壁にじかに固定するとき：４.１ミリ木ネジ

　　※ 既設の操作器と交換する場合は、その取付板を
　　　　そのまま使用できます。
　　     但し、汚れや錆が激しいときは、新しい取付板と
         交換してください。

（４）操作器を取付板に仮止めして左右の傾きを確認し、
　　 必要に応じて取付板の傾きを修正してください。
　　 （傾きは操作器の上に水準器や角度計などを載せる
　　　と分かりやすい。）

±３°以内

（注）
３°は人の目ではかな
り傾いて見えます。

（電池は操作器内に
　収納されています。）

・傾きの確認

水準器
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■ 取付け方法 

１．付属品の確認 

下記の部品イラストを用いて、付属品名・個数を確認してください。 

２．取付け位置の確認 
（１）操作器の取付け位置は、見やすく操作のしやすい場所を選んでください。
（２）取付け位置の壁面の材質、強度を確認してください。
（３）土壁、強度の弱い合板や石こうボードには取付けないでください。

木ネジが抜けて取付板および操作器本体が傾き、誤遮断する場合があります。
（４）ラジオやテレビの電波塔の近くでは、強い電波の影響を受けないように、特に

遮断弁の信号線は極力短く（５０ｍ以下）なるよう、設置場所を検討してください。 

３．取付板の取付け 

取付板（１枚） 
防虫ブッシュ（１個） 

ミリネジ（ 本） 

ミリ木ネジ（ 本） 

電池（１個） 

■付属品 

ミリネジ（１本） 

遮断弁情報ラベル（１枚） 

（１）取付板は垂直に取付けてください。（垂直方向 ±３°以内）

（２）取付板は、上下に障害物がない所へ取付けてください。
（左右にも障害物がないことが望ましい）

（３）取付板は、付属の４ミリネジまたは ミリ木ネジを使って
固定してください。

・壁内のスイッチボックスに固定するとき：４ミリネジ
・壁にじかに固定するとき： ミリ木ネジ

※ 既設の操作器と交換する場合は、その取付板を
そのまま使用できます。
但し、汚れや錆が激しいときは、新しい取付板と
交換してください。

（４）操作器を取付板に仮止めして左右の傾きを確認し、
必要に応じて取付板の傾きを修正してください。
（傾きは操作器の上に水準器や角度計などを載せる

±３°以内 

（注）
３°は人の目ではかな
り傾いて見えます。 

（電池は操作器内に
収納されています。） 

・傾きの確認 

水準器 

遮断弁設置場所
□ガスメーター付近
□厨房内
□天井裏
□PS 内
□その他

遮断弁 弁駆動部

記入後、操作器の左側面上部へ
貼付してください。

20　　 年 　 　 月 　 　 日

取付け年月日

遮断弁 弁部

20　　 年 　 　 月 　 　 日

取付け年月日
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４．操作器の取付け

防虫ブッシュ

電源線用 信号線用

防虫ブッシュと通線穴

取付け固定用ネジを締めることができない場
合は付属の３ミリネジを使って、操作器の正面
から締めて固定する。

端子台

３ミリネジを締める前に
取付け固定用ネジを
しっかり緩める。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF

電源ｽｲｯﾁ
OFF

端子台カバー

端子台カバー固定ネジ
取付け固定用ネジ

取付板

引っ掛け用ツメ

6

（１）端子台カバー固定ネジを緩めて、端子台
　　カバーを外し、中の電池を取り出してください。
　　※ 電池は配線終了後に接続します。

（２）接続する信号線や電源線は、操作器の裏面
　　 から通してください。

（３）通した信号線や電源線は、付属の防虫ブッシュ
　　の通線穴に通してください。
　（注）
　　①防虫ブッシュの通線穴は信号線用（小さい穴）
　　　 電源線用（大きい穴）で穴の大きさが異なる
　　　 ので注意してください。
　　②通線穴のあいている側から信号線や電源線
　　 　を通してください。
　　　 反対側は薄いゴムです。信号線や電源線を
　　　 押し付けることでゴムが破れて、電線を通す
　　　 ことができます。
　　※　ゴキブリなどの虫の侵入は機器の誤動作原因になります。この防虫ブッシュは、
　　　　 操作器の端子台部への虫侵入を防ぐ目的で取り付けます。

（４）通線後の防虫ブッシュは、操作器の
　　 表側より操作器下部の溝に正しく入る
　　 ようにはめ込んでください。

（５）電源線および信号線を端子台に接続
　　 する前に、操作器を取付板へ固定します。
　　 操作器裏側の取付け穴（４ヶ所）に取付板
　　 のツメを引っ掛けて取付けてください。

（６）操作器下側の取付け固定用ネジを締め
　　 て、操作器が取付板から外れないように
　　 してください。
　
　（注）操作器下側に障害物があり、取付け
　　　固定用ネジを締めることができない場
　　　合は、付属の３ミリネジを使って操作器
　　　の正面から固定することができます。
　　　このとき、取付け固定用ネジに当たら
　　　ないようにネジをしっかり緩めてから、
　　　３ミリネジを締めてください。
　　　また、３ミリネジは防虫ブッシュをはめ
　　　込む前に締めてください。

（７）電源スイッチ、運用開始スイッチが
　　 ＯＦＦの状態にあることを確認してか
　　 ら、電源線と信号線を端子台に接続
　　 してください。（P９の配線方法を参照
　　 願います。）

取付板

取付け固定用ネジ

端子台カバー

端子台カバー固定ネジ

引っ掛け用ツメ
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５．配線
　■ 電気屋内配線規定により、電源
　　　コードはステップルや釘等で固定
　　　できません。

 ○ いんぺい配線（コンクリート壁）の場合

 ○ 配線に使用する電線（代表例）

配線箇所 適合電線（代表例） 備　考

電源（ＡＣ１００Ｖ)

遮断弁

都市ガス警報器
（ＤＣ２４Ｖ)

ＶＶＦ２×１.２ｍｍ、ＶＶＦ２×１.６ｍｍ

ＶＣＴＦ４×0.75mm
2 遮断弁に付属している絶縁

キャップに適合する。

VFF2×0.5mm
2
、

VCTF2×0.75mm
2

AE2×0.65mm、AE2×0.9mm

ＤＣ２４Ｖ用警報器の電源
および外部出力信号用。

その他の信号

遮断弁信号線
（VCT　４心）

（JIS C 8340、カバー付き）

※注意
　VCT4×0.75mm2は外径が太いため、
　遮断弁に付属している絶縁キャップに
　適合しません。
　この場合は、配線ボックス内や丸型
　露出ボックス内などにコネクタ接続部
　を収めてください。
　（P13の注意（７）参照）

防虫ブッシュの

7

禁止

注意

防虫ブッシュの
通線穴に電線を
通してください

遮断弁信号線
（VCT　4 心）

2 コ用スイッチボックス
（JIS C 8340、カバー付き）

※注意
　ＶＣＴ４×０. ７５ｍｍ2は外径が太いため、
　遮断弁に付属している絶縁キャップに
　適合しません。
　この場合は、 配線ボックス内や丸型
　露出ボックス内などにコネクタ接続部
　を収めてください。
　（Ｐ１３の注意（７）参照）

（１）電気屋内配線規定により、 電源コード
　　 はステップルや釘等で固定しないで
　　 ください。

（２）電線の上に重いものを置かないで
　　 ください。

ＶＣＴＦ４×０. ７５ｍｍ2

ＶＦＦ２×０. ５ｍｍ2

ＶＣＴＦ４×０. ７５ｍｍ2

ＡＥ２×０.６５ｍｍ、ＡＥ２×０. ９ｍｍ

ＶＶＦ２×１.２ｍｍ、ＶＶＦ２×１.６ｍｍ
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 ○ いんぺい配線（間仕切り壁）の場合

 ○ 露出配線の場合

信号線
（AE線）

信号線
（AE線）

遮断弁信号線

防虫ブッシュの

信号線
（AE線）

遮断弁信号線

防虫ブッシュの

8

防虫ブッシュの
通線穴に電線を
通してください

防虫ブッシュの
通線穴に電線を
通してください

遮断弁信号線
（VCTF　4 心）

信号線
（AE 線）

信号線
（AE 線）

遮断弁信号線
（VCTF　4 心）

 ○ いんぺい配線（間仕切り壁）の場合

 ○ 露出配線の場合

信号線
（AE線）

信号線
（AE線）

遮断弁信号線

防虫ブッシュの

信号線
（AE線）

遮断弁信号線

防虫ブッシュの

8

信号線
（AE 線）

2コ用スイッチボックス
（W ボックスセパレータ付）
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スイッチ名

電源
　　スイッチ

運用開始
　　スイッチ

仕様・用途

電源のメインスイッチ。（ＡＣ１００ＶのＯＮ／ＯＦＦ）　操作器の交換や長期間
本システムを使用しないときにＯＦＦにする。
　※注意：「停電時遮断あり」に設定されていると遮断弁が閉じます。

操作器の動作停止・起動用スイッチ。　操作器や遮断弁が故障し、交換修
理までの間、弁開状態にしてガスを使うときなどにＯＦＦにする。
　※操作器は動作を停止し、ＤＣ２４Ｖ警報器電源のみが供給される。また、この
　　 スイッチを先にＯＦＦにすると電源スイッチをＯＦＦにしても停電時遮断しない。

電源スイッチ

電源AC100V
接続端子
（ネジ径 Ｍ3.5）

信号線
接続端子

電池接続コネクタ

設定スイッチ運用開始スイッチ

■ 配線方法

●端子台の配列は下図およびＰ１０の端子接続図を参照してください。
    （端子台カバーの裏面にも配列図があります。）
●配線する前に、電源スイッチと運用開始スイッチがＯＦＦ状態にあることを確認して
   ください。
●遮断弁接続端子、警報器用ＤＣ２４Ｖ電源出力端子には極性があります。
●信号線に適合する電線径は、Φ０．６５～Φ１．２ｍｍ（単線）、

 　０．５～１．２５ｍｍ
２
　（より線）です。

   適合する電線の代表例はＰ７を参照してください。
●信号線の皮むき寸法は、１０～１１ｍｍとしてください。
   端子台カバー裏面のシールに１０ｍｍのゲージが印刷されて
　 います。 また電池収納部のツメの幅も１０ｍｍです。目安として
   ご利用ください。
　 皮むき寸法が短い場合は、導線をはさむことができません。
●ＡＣ１００Ｖの配線は電気工事士の資格が必要です。
●配線工事は、電気設備技術基準や内線規程の関連事項
　 に従って工事を行ってください。
●本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。ＡＣ２００Ｖを印加すると
   破損します。電源線の配線には十分ご注意ください。

 ○ 端子台とスイッチ

10mm

電池

●皮むき寸法と１０ｍｍの目安

ＡＣ１００Ｖ接続端子のネジ径は
Ｍ３．５です。破損しないように
適切な工具とトルクで締めてく
ださい。インパクトドライバーは
使用しないでください。

●スイッチの説明 ※ 設定スイッチはＰ１１を、電池接続コネクタはＰ１５を参照のこと。

9

注意

注意

電源
スイッチ

運用開始
スイッチ

●配線工事中のトラブルにより機器 ( 操作器および遮断弁 ) が故障する恐れがあるので、
　 配線工事が完了するまでは操作器への AC100V 電源の供給を行わないでください。
●端子台の配列は下図およびＰ１０の端子接続図を参照してください。
    （端子台カバーの裏面にも配列図があります。）
●配線する前に、 電源スイッチと運用開始スイッチがＯＦＦ状態にあることを確認して
   ください。
●遮断弁接続端子、 警報器用ＤＣ２４Ｖ電源出力端子には極性があります。
●信号線に適合する電線径は、 Φ０．６５～Φ１．２ｍｍ （単線）、
 　０．５～１．２５㎜2　（より線） です。
   適合する電線の代表例はＰ７を参照してください。
●信号線の皮むき寸法は、 １０～１１ｍｍとしてください。
   端子台カバー裏面のシールに１０ｍｍのゲージが印刷されて
　 います。  また電池収納部のツメの幅も１０ｍｍです。 目安として
   ご利用ください。
　 皮むき寸法が短い場合は、 導線をはさむことができません。
●ＡＣ１００Ｖの配線は電気工事士の資格が必要です。
●配線工事は、 電気設備技術基準や内線規程の関連事項
　 に従って工事を行ってください。
●本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。ＡＣ２００Ｖを印加すると
   破損します。電源線の配線には十分ご注意ください。

●皮むき寸法と１０㎜の目安

スイッチ名

電源
　　スイッチ

運用開始
　　スイッチ

仕様・用途

電源のメインスイッチ。（ＡＣ１００ＶのＯＮ／ＯＦＦ）　操作器の交換や長期間
本システムを使用しないときにＯＦＦにする。
　※注意：「停電時遮断あり」に設定されていると遮断弁が閉じます。

操作器の動作停止・起動用スイッチ。　操作器や遮断弁が故障し、交換修
理までの間、弁開状態にしてガスを使うときなどにＯＦＦにする。
　※操作器は動作を停止し、ＤＣ２４Ｖ警報器電源のみが供給される。また、この
　　 スイッチを先にＯＦＦにすると電源スイッチをＯＦＦにしても停電時遮断しない。

電源スイッチ

電源AC100V
接続端子
（ネジ径 Ｍ3.5）

信号線
接続端子

電池接続コネクタ

設定スイッチ運用開始スイッチ

■ 配線方法

●端子台の配列は下図およびＰ１０の端子接続図を参照してください。
    （端子台カバーの裏面にも配列図があります。）
●配線する前に、電源スイッチと運用開始スイッチがＯＦＦ状態にあることを確認して
   ください。
●遮断弁接続端子、警報器用ＤＣ２４Ｖ電源出力端子には極性があります。
●信号線に適合する電線径は、Φ０．６５～Φ１．２ｍｍ（単線）、

 　０．５～１．２５ｍｍ
２
　（より線）です。

   適合する電線の代表例はＰ７を参照してください。
●信号線の皮むき寸法は、１０～１１ｍｍとしてください。
   端子台カバー裏面のシールに１０ｍｍのゲージが印刷されて
　 います。 また電池収納部のツメの幅も１０ｍｍです。目安として
   ご利用ください。
　 皮むき寸法が短い場合は、導線をはさむことができません。
●ＡＣ１００Ｖの配線は電気工事士の資格が必要です。
●配線工事は、電気設備技術基準や内線規程の関連事項
　 に従って工事を行ってください。
●本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。ＡＣ２００Ｖを印加すると
   破損します。電源線の配線には十分ご注意ください。

 ○ 端子台とスイッチ

10mm

電池

●皮むき寸法と１０ｍｍの目安

ＡＣ１００Ｖ接続端子のネジ径は
Ｍ３．５です。破損しないように
適切な工具とトルクで締めてく
ださい。インパクトドライバーは
使用しないでください。

●スイッチの説明 ※ 設定スイッチはＰ１１を、電池接続コネクタはＰ１５を参照のこと。
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　リレー接点
　（DC30V
　　1A）

＋17V－、A1、A2

＋24V－

遮断弁を接続（遮断弁へのDC17Vの供給と通信用）

DC24V警報器用電源（警報器3台まで電源供給可能）

IN1、IN2

IN3

記号

OUT1

OUT2

端子名

警報遮断信号出力

フード等用簡易自動消火装置や業務用換気セ
ンサなどからのａ接点信号を接続

ビル管理室などからの緊急遮断用ａ接点信号を接続

仕様・用途など

●信号線の最大延長距離

接続機器
最大延長距離
（線材の条件）

全ての遮断時にON

ガスもれ等の異常による遮断時にON

その他
１００ｍ

（単線　Φ０．６５）

遮断弁
１００ｍ

（単線　Φ０．６５）
都市ガス警報器

（DC24V電源含む）
５０ｍ

（単線　Φ０．６５）

都市ガス警報器からの有電圧信号を接続（極性なし）

警報器用電源出力

警報器信号入力G1、G2、G3

弁閉信号出力

外部機器信号入力

遠隔閉信号入力

遮断弁用電源・信号出力

お　願　い ○ 端子接続図

AC100V警報器

DC24V警報器

電源
AC100V
50/60Hz

ガス遮断
表示盤

フード等用簡易
自動消火装置

遠隔閉
スイッチ

●遮断弁の信号線は、図のように端子台の色に合わせて接続します。

本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。
ＡＣ２００Ｖを印加すると破損しま
す。電源線の配線には十分ご注
意ください。

●信号線は、端子台のボタンをマイナスドライバー（幅3mm以上）の先端で押しながら、 
  端子台の穴に差し込んでください。ドライバーを離すと信号線がロックされます。

赤

黒

白

緑

遮断弁

使用する線の太さで最大延長距離が変
わります。単線Φ０．６５以外の線を使
用するときは、技術説明書を参照してく
ださい。

※業務用換気センサ：（財）日本ガス機器検査協会の認証検査規程上の名称は
　 「業務用厨房不完全燃焼警報センサ」に該当します。

●信号線接続端子の説明

業務用換気センサは、上図のようにIN2又はIN1へ接続してください。
警報器信号入力（G1～G3）へ接続しても遮断しません。
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　リレー接点
　（DC30V
　　1A）

＋17V－、A1、A2

＋24V－

遮断弁を接続（遮断弁へのDC17Vの供給と通信用）

DC24V警報器用電源（警報器3台まで電源供給可能）

IN1、IN2

IN3

記号

OUT1

OUT2

端子名

警報遮断信号出力

フード等用簡易自動消火装置や業務用換気セ
ンサなどからのａ接点信号を接続

ビル管理室などからの緊急遮断用ａ接点信号を接続

仕様・用途など

●信号線の最大延長距離

接続機器
最大延長距離
（線材の条件）

全ての遮断時にON

ガスもれ等の異常による遮断時にON

その他
１００ｍ

（単線　Φ０．６５）

遮断弁
１００ｍ

（単線　Φ０．６５）
都市ガス警報器

（DC24V電源含む）
５０ｍ

（単線　Φ０．６５）

都市ガス警報器からの有電圧信号を接続（極性なし）

警報器用電源出力

警報器信号入力G1、G2、G3

弁閉信号出力

外部機器信号入力

遠隔閉信号入力

遮断弁用電源・信号出力

お　願　い ○ 端子接続図

AC100V警報器

DC24V警報器

電源
AC100V
50/60Hz

ガス遮断
表示盤

フード等用簡易
自動消火装置

遠隔閉
スイッチ

●遮断弁の信号線は、図のように端子台の色に合わせて接続します。

本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。
ＡＣ２００Ｖを印加すると破損しま
す。電源線の配線には十分ご注
意ください。

●信号線は、端子台のボタンをマイナスドライバー（幅3mm以上）の先端で押しながら、 
  端子台の穴に差し込んでください。ドライバーを離すと信号線がロックされます。

赤

黒

白

緑

遮断弁

使用する線の太さで最大延長距離が変
わります。単線Φ０．６５以外の線を使
用するときは、技術説明書を参照してく
ださい。

※業務用換気センサ：（財）日本ガス機器検査協会の認証検査規程上の名称は
　 「業務用厨房不完全燃焼警報センサ」に該当します。

●信号線接続端子の説明

業務用換気センサは、上図のようにIN2又はIN1へ接続してください。
警報器信号入力（G1～G3）へ接続しても遮断しません。
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注意

JET

リレー接点
（DC30V1A）

本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。
ＡＣ２００Ｖを印加すると破損しま
す。 電源線の配線には十分ご注
意ください。

注意

記号 端子名 仕様・用途など

ＯＵＴ１ 弁閉信号出力 リレー接点 
（ＤＣ３０Ｖ、１Ａ）

全ての遮断時にON

ＯＵＴ２ 警報遮断信号出力 ガスもれ等の異常による遮断時にON

ＩＮ１、ＩＮ２ 外部機器信号入力
フード等用簡易自動消火装置や業務用換気
警報器などからのａ接点信号を接続

ＩＮ３ 遠隔閉信号入力 ビル管理室などからの緊急遮断用ａ接点信号を接続

＋１７Ｖ－、Ａ１、Ａ２ 遮断弁用電源・信号出力 遮断弁を接続（遮断弁へのＤＣ１７Ｖの供給と通信用）

＋２４Ｖ－ 警報器用電源出力 ＤＣ２４Ｖ警報器用電源（警報器3台まで電源供給可能）

Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３ 警報器信号入力 都市ガス警報器からの有電圧信号を接続（極性なし）

接続機器
最大延長距離
（線材の条件）

遮断弁
１００ｍ

（単線　Φ０．６５）

都市ガス警報器
（ＤＣ２４Ｖ電源含む）

５０ｍ
（単線　Φ０．６５）

その他
１００ｍ

（単線　Φ０．６５）

ガス遮断表示盤や伝送用コント
ローラーと接続

　リレー接点
（DC30V,1A）弁閉信号出力２

外部機器信号入力

遠隔閉信号入力

遮断弁用電源・信号出力

ＬＰガス警報器からの有電圧信号を接続（極性なし）警報器信号入力

フード等用簡易自動消火装置や業務用換気セ
ンサなどからのａ接点信号を接続

DC24V警報器用電源（警報器3台まで電源供給可能）警報器用電源出力

遮断弁を接続（遮断弁へのDC17Vの供給と通信用）

ビル管理室などからの緊急遮断用ａ接点信号を接続

フレームグランド 続接と子端GFのーラーロトンコ用送伝GF

＋24V－

G1、G2、G3

＋17V－、A1、A2

OUT2

IN1、IN2

IN3

OUT1

どな途用・様仕名子端号記

弁閉信号出力１

●信号線の
　 接続方法

お　願　い ○ 端子接続図

●信号線接続端子の説明

AC100V警報器

電源
AC100V
50/60Hz

伝送用
ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

フード等用簡易
自動消火装置

遠隔閉
スイッチ

●遮断弁の信号線は、図のように端子台の色に合わせて接続します。

本操作器はＡＣ１００Ｖ専用です。
ＡＣ２００Ｖを印加すると破損しま
す。電源線の配線には十分ご注
意ください。

●信号線は、端子台のボタンをマイナスドライバー（幅３ｍｍ以上）の先端で押しながら、
端子台の穴に差し込んでください。ドライバーを離すと信号線がロックされます。

赤

黒

白

緑

遮断弁

業務用
換気セン
サ※

※業務用換気センサ：一般財団法人日本ガス機器検査協会の認証検査規程上の
　 名称は「業務用厨房不完全燃焼警報センサ」に該当します。

業務用換気センサは、上図のようにIN2又はIN1へ接続してください。
警報器信号入力（G1～G3）へ接続しても遮断しません。

ボタンの溝
にマイナス
ドライバー
の先端を合
わせて押す

拡大図

DC24V警報器

10

業務用
換気警報器

赤
（＋）

灰
（ー）

業務用換気警報器は、上図のように信号線色（極性）に注意してIN2又はIN1へ
接続してください。警報器信号入力（G1〜G3）へ接続しても遮断しません。

フード等用簡易自動消火装置や業務用換気警報器
などからのa接点信号やオープンコレクタ信号を接続
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5、6 未使用
　ONにしても機能に影響しま
　せん。

４
OUT２（警報遮断信号出
力）設定スイッチ

漏洩検査NG時
OUT２　ON

漏洩検査NG時
OUT２　OFF

３ 感震器遮断設定スイッチ
感震器遮断

あり
感震器遮断

なし

２ 停電時遮断設定スイッチ
停電時遮断

あり
停電時遮断

なし

ＯＮ ＯＦＦ

ＯＮ・ＯＦＦの設定内容

１ 配管容積設定スイッチ
配管容積

標準
配管容積

最大

SW スイッチ名

 ○ 設定スイッチの説明

●設定スイッチの機能は次のとおりです。

●上記の表に示す標準の配管長を超えるときは、配管容積の設定を最大（SW１をOFF）
　 にしてください。
●ＳＷ５、ＳＷ６は予備スイッチ（出荷時ＯＦＦ）です。

※ 警報器接続状態を自動的に認識するため、「警報器あり/なし」設定スイッチは
　　ありません。

①電源が入った状態で設定スイッチを切り替えても、設定は変わりません。
　 必ず運用開始スイッチ（Ｐ９参照）をＯＦＦにした状態で切り替えてください。
   切り替え後、運用開始スイッチをＯＮにすると設定が変わります。
②警報器を外したときは、運用開始スイッチを一度ＯＦＦにし再度ＯＮにすると
　 接続状態を再認識して、警報器故障表示が消えます。

 ■ 遮断弁への接続

１．準備
　　・器具の元栓が全て「閉」になっていることを確認してください。

２．接続
　（１）遮断弁に同梱されている絶縁キャップ（1個）とコネクタ（オスメス各々４個）を確認
　　　 してください。

絶縁キャップ　１個 コネクタ（オス）　４個 コネクタ（メス）　４個

業務用自動ガス遮断装置が正常に機能するために重要な作業です。
説明をよく読んで理解して、確実な接続を行ってください。

出荷時の設定
（太枠内）

ON

OFF

11

注意

注意

●配管容積
　 標準の配管長

口径 配管長
２０Ａ １０９ｍまで
２５Ａ ６７ｍまで
３２Ａ １００ｍまで
４０Ａ ７４ｍまで
５０Ａ １３６ｍまで
８０Ａ １１７ｍまで 5、6 未使用

　ONにしても機能に影響しま
　せん。

４
OUT２（警報遮断信号出
力）設定スイッチ

漏洩検査NG時
OUT２　ON

漏洩検査NG時
OUT２　OFF

３ 感震器遮断設定スイッチ
感震器遮断

あり
感震器遮断

なし

２ 停電時遮断設定スイッチ
停電時遮断

あり
停電時遮断

なし

ＯＮ ＯＦＦ

ＯＮ・ＯＦＦの設定内容

１ 配管容積設定スイッチ
配管容積

標準
配管容積

最大

SW スイッチ名

 ○ 設定スイッチの説明

●設定スイッチの機能は次のとおりです。

●上記の表に示す標準の配管長を超えるときは、配管容積の設定を最大（SW１をOFF）
　 にしてください。
●ＳＷ５、ＳＷ６は予備スイッチ（出荷時ＯＦＦ）です。

※ 警報器接続状態を自動的に認識するため、「警報器あり/なし」設定スイッチは
　　ありません。

①電源が入った状態で設定スイッチを切り替えても、設定は変わりません。
　 必ず運用開始スイッチ（Ｐ９参照）をＯＦＦにした状態で切り替えてください。
   切り替え後、運用開始スイッチをＯＮにすると設定が変わります。
②警報器を外したときは、運用開始スイッチを一度ＯＦＦにし再度ＯＮにすると
　 接続状態を再認識して、警報器故障表示が消えます。

 ■ 遮断弁への接続

１．準備
　　・器具の元栓が全て「閉」になっていることを確認してください。

２．接続
　（１）遮断弁に同梱されている絶縁キャップ（1個）とコネクタ（オスメス各々４個）を確認
　　　 してください。

絶縁キャップ　１個 コネクタ（オス）　４個 コネクタ（メス）　４個

業務用自動ガス遮断装置が正常に機能するために重要な作業です。
説明をよく読んで理解して、確実な接続を行ってください。

出荷時の設定
（太枠内）

ON

OFF

11

使用しないでください（OFF 設定）予備スイッチ
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（６）心線の先端をそろえてコネクタに入れ、圧着工具
　　 で加締めてください。その際、加締める線の太さ
　    に合った圧着位置を選択して、確実に加締めてく
　　  ださい。
　
　　遮断弁側の心線はコネクタ（オス）を
　　操作器側の心線はコネクタ（メス）を
　　それぞれ加締めてください。

（７）コネクタと心線を引っ張って、各心線が確実に
　　 加締められたことを確認してください。

35mm

20mm15mm

5mm

赤・黒の長さを
20mmにする

・遮断弁側の心線

・操作器側の心線

オス

メス

コネクタのくびれている部分
を加締める

信号線の外径が太い
ときは内側の

ゴムブッシュを外す。

遮断弁の信号線は、
出荷時に　カットと
皮むきが施されて
います。
（赤と黒の線が長い）

操作器側から来る信号線
に絶縁キャップの本体等
を通します。

絶縁キャップ本体 ゴムブッシュ 締付けキャップ

収納イメージ図

○
×

同じ長さにすると
コネクタが重なっ
て入れにくい

内側のゴムブッシュを外してから
遮断弁側の信号線を通す

2

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

（２）操作器側から来る信号線（推奨：VCTF4×
     ０．７５ｍｍ2）の外皮を約３５ｍｍむいてください。
（３）赤と黒の心線を約１５ｍｍカットして、長さを
　　約２０ｍｍにしてください。

　　（注）
　　　①４本とも同じ長さにすると、絶縁キャップ
         内への収納が難しくなります。（右図）
　　　②カットする心線の色を間違えないでくだ
         さい。　
（４）各心線を約５ｍｍ皮むきしてください。

（５）絶縁キャップを分解して、下図のように各パーツを信号線に通してください。
　　
　  （注）
　　　①図をよく見て、各パーツの向きを間違えないように
      　 注意してください。
　　　②ゴムブッシュは二重になっています。信号線の外径
　　 　　が太いときは、内側のゴムブッシュを外してください。

　　　※０．７５ｍｍ2  ４心ケーブル（遮断弁側の信号線など）
       　 を通すときは内側のゴムブッシュを外してください。
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（８）同じ色の心線が加締められたコネクタどうしを結合します。
　　（注）
　　　①心線の色を間違えないでください。
　　　②コネクタは確実に差し込んでください。

（９）結合したコネクタを絶縁キャップ本体内に収納し、ゴムブッシュを絶縁キャップ本体
　　  にはめ込んでください。このとき、ゴムブッシュの外側に心線が出ていないことを
　　　確認してください。

（10）両側の締付けキャップを確実に締めてください。
　　　ゴムブッシュが締めつけられて、信号線が絶縁キャップ内に固定されます。

（１）絶縁キャップに適合する信号ケーブルの外径はΦ４～Φ９です。（代表例：VCTF4×

      0.75mm
2　

・・・外径約Φ8）　これ以外の外径のケーブルまたは円形のケーブル以外
      （平形、平行コードなど）は使用できません。

（２）使用環境に合わせたケーブルをご使用ください。

（７）絶縁キャップは油がかかる場所では使用しないでください。また、常に水や水蒸気
      がかかる場所での使用も避けてください。
　　 ※ 常に水がかかるような場所での使用においては、水を避けるため「配線ボックス
          内や丸型露出ボックス内などにコネクタ接続部を収める」処置を行ってください。

（３）絶縁キャップ取付け後、ケーブルを引っ張って抜けないことを必ず確認してください。
　　（ケーブル外皮の材質、硬度により、締付けトルク、ケーブル保持力が異なります。）

（４）絶縁キャップは塗装しないでください。

（５）絶縁キャップに強酸や有機溶剤をかけないでください。

（６）絶縁キャップは油中、水中に入れないでください。

（11）絶縁キャップはサドルや結束バンドなどを使って、付近の壁や支柱などに固定し、
　　　無理な力がかからないようにしてください。

　　　ゴムブッシュの外側に信号線の心線が出ていると確実な防水効果が得られず、
　　　絶縁キャップ内に水が入ります。水が入ると心線間の絶縁が低下して誤動作や
　　　故障の原因になります。
　　　（具体的には通信不良が生じ、遮断弁の開閉ができなくなります。）
　　　また、絶縁キャップ内に入った水は信号線の内部を伝わって弁駆動部内に浸入し、
　　　中にある電子回路基板やモーターなどを壊す原因になります。

ＮＧ・・・ゴムブッシュの外側に心線
　　　　　 が出ている。

確実に締めないと、絶縁
キャップ内に水が入り、
誤動作・故障の原因に
なります。

13

注意

注意

注意
（１）絶縁キャップに適合する信号ケーブルの外径はΦ４～Φ９です。（代表例：ＶＣＴＦ４×
     ０．７５ｍｍ2・・・外径約Φ８）　これ以外の外径のケーブルまたは円形のケーブル以外
     （平形、平行コードなど）は使用できません。

（２）使用環境に合わせたケーブルをご使用ください。

（３）絶縁キャップ取付け後、ケーブルを引っ張って抜けないことを必ず確認してください。
　　 （ケーブル外皮の材質、硬度により、締付けトルク、ケーブル保持力が異なります。）

（４）絶縁キャップは塗装しないでください。

（５）絶縁キャップに強酸や有機溶剤をかけないでください。

（６）絶縁キャップは油中、水中に入れないでください。　　

（７）絶縁キャップは油がかかる場所では使用しないでください。また、常に水や水蒸気
     がかかる場所での使用も避けてください。
　　 ※ 常に水がかかるような場所での使用においては、水を避けるため「配線ボックス
         内や丸型露出ボックス内などにコネクタ接続部を収める」処置を行ってください。
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お　願　い

取付けが終わりましたら、必ずシステムの作動点検を行ってください。

■ 作動点検

● 各部の名称

ブザー停止スイッチ

使用開始（開）スイッチ

使用停止（閉）スイッチ

弁開表示ランプ（緑）

弁閉表示ランプ（黄）

故障表示ランプ－２（赤）

故障表示ランプ－１（赤）

検査中表示ランプ－（黄） 数字ランプ（赤）

警報表示ランプ（赤）
〔もれの小・中・大は
　黄・橙・赤〕

● 表示説明

消灯

点灯

点滅
止

０２

OK

 表示ランプの点灯・点滅表示例を示します。

点滅

止

０２
点灯

表示とスイッチの名称を示します。
詳細は、取扱説明書のＰ８、Ｐ９を参照してください。

OK

待ち時間表示ランプ（赤）

14

操作器 遮断弁

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガスもれ

停電検知

電池切れ

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

しばらくお待ちください

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

点滅

点滅

点灯

点灯

消灯

02
ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガスもれ

停電検知

電池切れ

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

｝
｝使用

開始

故障 秒

02

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

検査中表示ランプ（黄） 数字ランプ（赤）

警報表示ランプ（赤）
〔もれの小・中・大は
　黄・橙・赤〕

故障表示ランプ－1（赤）

故障表示ランプ－2（赤）

弁開表示ランプ（緑）

弁閉表示ランプ（黄）

使用開始（開）スイッチ

使用停止（閉）スイッチ

ブザー停止スイッチ

待ち時間表示ランプ（赤）

止

止
OK

OK

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガスもれ

停電検知

電池切れ

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

しばらくお待ちください

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

点滅

点滅

点灯

点灯

消灯

02
ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガスもれ

停電検知

電池切れ

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

｝
｝使用

開始

故障 秒

02

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

検査中表示ランプ（黄） 数字ランプ（赤）

警報表示ランプ（赤）
〔もれの小・中・大は
　黄・橙・赤〕

故障表示ランプ－1（赤）

故障表示ランプ－2（赤）

弁開表示ランプ（緑）

弁閉表示ランプ（黄）

使用開始（開）スイッチ

使用停止（閉）スイッチ

ブザー停止スイッチ

待ち時間表示ランプ（赤）

止

止
OK

OK
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⑤表示ランプの点滅が止まったことを確認してください。

 ○ 電源投入

①電池接続コネクタの切り欠け部に
　 電池コネクタの凸部を合わせて
   差し込みます。
　　（逆向きに差すことはできません）

③運用開始スイッチをＯＮにします。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己
　診断を自動的に行います。
　（下図のように表示ランプが点滅します）

②電源スイッチをＯＮにします。

全ランプ 点灯 　　　　　（緑）
　　　　　（黄）
　　　　　（黄）
数字ランプ８８（赤）

【運用開始ｽｲｯﾁＯＮ】 【初期設定・自己診断中】 【初期設定・自己診断終了後】

約2秒後 約30秒後

点滅

（注）
出荷時の遮断弁は
開状態です。 （注） ガス未通状態で電源を入れると、

      ガス圧低下を検知して遮断します。

（緑）点灯 ガス未通状態のとき

８８

止

OK

止
OK

OK

８３

　機器を設置後初めて電池を接続したときは、必ず上記の手順で各スイッチを
　ＯＮにして、初期設定および自己診断動作を確認してください。
　スイッチを入れ忘れると、電池が内部回路に接続された状態で消耗し、電池
　寿命が短くなる恐れがあります。

⑦端子台カバーを取付けてください。
　 このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

④電池をケースの溝に合わせて斜めに入れて、ツメに掛かるように置きます。

⑥警報器信号入力端子の下に、接続認識表示ランプが
    あります。
　 警報器が正しく接続されているときは、緑色に点灯し
   ます。
　 端子台に信号線が接続されていても点灯しないときは、
   警報器の電源や信号線の状態を確認してください。
　

電池

ツメ

接続認識表示ランプ

電源ｽｲｯﾁＯＮ

運用開始ｽｲｯﾁ
ＯＮ

電池接続コネクタ

電池コネクタ

15

注意

⑤表示ランプの点滅が止まったことを確認してください。

 ○ 電源投入

①電池接続コネクタの切り欠け部に
　 電池コネクタの凸部を合わせて
   差し込みます。
　　（逆向きに差すことはできません）

③運用開始スイッチをＯＮにします。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己
　診断を自動的に行います。
　（下図のように表示ランプが点滅します）

②電源スイッチをＯＮにします。

全ランプ 点灯 　　　　　（緑）
　　　　　（黄）
　　　　　（黄）
数字ランプ８８（赤）

【運用開始ｽｲｯﾁＯＮ】 【初期設定・自己診断中】 【初期設定・自己診断終了後】

約2秒後 約30秒後

点滅

（注）
出荷時の遮断弁は
開状態です。 （注） ガス未通状態で電源を入れると、

      ガス圧低下を検知して遮断します。

（緑）点灯 ガス未通状態のとき

８８

止

OK

止
OK

OK

８３

　機器を設置後初めて電池を接続したときは、必ず上記の手順で各スイッチを
　ＯＮにして、初期設定および自己診断動作を確認してください。
　スイッチを入れ忘れると、電池が内部回路に接続された状態で消耗し、電池
　寿命が短くなる恐れがあります。

⑦端子台カバーを取付けてください。
　 このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

④電池をケースの溝に合わせて斜めに入れて、ツメに掛かるように置きます。

⑥警報器信号入力端子の下に、接続認識表示ランプが
    あります。
　 警報器が正しく接続されているときは、緑色に点灯し
   ます。
　 端子台に信号線が接続されていても点灯しないときは、
   警報器の電源や信号線の状態を確認してください。
　

電池

ツメ

接続認識表示ランプ

電源ｽｲｯﾁＯＮ

運用開始ｽｲｯﾁ
ＯＮ

電池接続コネクタ

電池コネクタ
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圧力

しばらくお待ちください

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

88
ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

使用
開始

故障 秒

分

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

止OK

しばらくお待ちください

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

　

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

ガス停止中

使用
開始

故障

検査中

秒

分

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

止OK

しばらくお待ちください

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

83
ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

使用
開始

故障

検査中

秒

分

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

止OK

⑤表示ランプの点滅が止まったことを確認してください。

 ○ 電源投入

①電池接続コネクタの切り欠け部に
　 電池コネクタの凸部を合わせて
   差し込みます。
　　（逆向きに差すことはできません）

③運用開始スイッチをＯＮにします。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己
　診断を自動的に行います。
　（下図のように表示ランプが点滅します）

②電源スイッチをＯＮにします。

全ランプ 点灯 　　　　　（緑）
　　　　　（黄）
　　　　　（黄）
数字ランプ８８（赤）

【運用開始ｽｲｯﾁＯＮ】 【初期設定・自己診断中】 【初期設定・自己診断終了後】

約2秒後 約30秒後

点滅

（注）
出荷時の遮断弁は
開状態です。 （注） ガス未通状態で電源を入れると、

      ガス圧低下を検知して遮断します。

（緑）点灯 ガス未通状態のとき

８８

止

OK

止
OK

OK

８３

　機器を設置後初めて電池を接続したときは、必ず上記の手順で各スイッチを
　ＯＮにして、初期設定および自己診断動作を確認してください。
　スイッチを入れ忘れると、電池が内部回路に接続された状態で消耗し、電池
　寿命が短くなる恐れがあります。

⑦端子台カバーを取付けてください。
　 このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

④電池をケースの溝に合わせて斜めに入れて、ツメに掛かるように置きます。

⑥警報器信号入力端子の下に、接続認識表示ランプが
    あります。
　 警報器が正しく接続されているときは、緑色に点灯し
   ます。
　 端子台に信号線が接続されていても点灯しないときは、
   警報器の電源や信号線の状態を確認してください。
　

電池

ツメ

接続認識表示ランプ

電源ｽｲｯﾁＯＮ

運用開始ｽｲｯﾁ
ＯＮ

電池接続コネクタ

電池コネクタ
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配線が正しく行われていることを確認してから、 電源投入を行ってください。
万一配線に不具合があると、 機器 ( 操作器および遮断弁 ) が故障する恐れ
があります。

注意

⑤表示ランプの点滅が止まったことを確認してください。

 ○ 電源投入

①電池接続コネクタの切り欠け部に
　 電池コネクタの凸部を合わせて
   差し込みます。
　　（逆向きに差すことはできません）

③運用開始スイッチをＯＮにします。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己
　診断を自動的に行います。
　（下図のように表示ランプが点滅します）

②電源スイッチをＯＮにします。

全ランプ 点灯 　　　　　（緑）
　　　　　（黄）
　　　　　（黄）
数字ランプ８８（赤）

【運用開始ｽｲｯﾁＯＮ】 【初期設定・自己診断中】 【初期設定・自己診断終了後】

約2秒後 約30秒後

点滅

（注）
出荷時の遮断弁は
開状態です。 （注） ガス未通状態で電源を入れると、

      ガス圧低下を検知して遮断します。

（緑）点灯 ガス未通状態のとき

８８

止

OK

止
OK

OK

８３

　機器を設置後初めて電池を接続したときは、必ず上記の手順で各スイッチを
　ＯＮにして、初期設定および自己診断動作を確認してください。
　スイッチを入れ忘れると、電池が内部回路に接続された状態で消耗し、電池
　寿命が短くなる恐れがあります。

⑦端子台カバーを取付けてください。
　 このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

④電池をケースの溝に合わせて斜めに入れて、ツメに掛かるように置きます。

⑥警報器信号入力端子の下に、接続認識表示ランプが
    あります。
　 警報器が正しく接続されているときは、緑色に点灯し
   ます。
　 端子台に信号線が接続されていても点灯しないときは、
   警報器の電源や信号線の状態を確認してください。
　

電池

ツメ

接続認識表示ランプ

電源ｽｲｯﾁＯＮ

運用開始ｽｲｯﾁ
ＯＮ

電池接続コネクタ

電池コネクタ
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電池は電源投入の直前に差し込んでください。

⑤表示ランプの点滅が止まったことを確認してください。

 ○ 電源投入

①電池接続コネクタの切り欠け部に
　 電池コネクタの凸部を合わせて
   差し込みます。
　　（逆向きに差すことはできません）

③運用開始スイッチをＯＮにします。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己
　診断を自動的に行います。
　（下図のように表示ランプが点滅します）

②電源スイッチをＯＮにします。

全ランプ 点灯 　　　　　（緑）
　　　　　（黄）
　　　　　（黄）
数字ランプ８８（赤）

【運用開始ｽｲｯﾁＯＮ】 【初期設定・自己診断中】 【初期設定・自己診断終了後】

約2秒後 約30秒後

点滅

（注）
出荷時の遮断弁は
開状態です。 （注） ガス未通状態で電源を入れると、

      ガス圧低下を検知して遮断します。

（緑）点灯 ガス未通状態のとき

８８

止

OK

止
OK

OK

８３

　機器を設置後初めて電池を接続したときは、必ず上記の手順で各スイッチを
　ＯＮにして、初期設定および自己診断動作を確認してください。
　スイッチを入れ忘れると、電池が内部回路に接続された状態で消耗し、電池
　寿命が短くなる恐れがあります。

⑦端子台カバーを取付けてください。
　 このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

④電池をケースの溝に合わせて斜めに入れて、ツメに掛かるように置きます。

⑥警報器信号入力端子の下に、接続認識表示ランプが
    あります。
　 警報器が正しく接続されているときは、緑色に点灯し
   ます。
　 端子台に信号線が接続されていても点灯しないときは、
   警報器の電源や信号線の状態を確認してください。
　

電池

ツメ

接続認識表示ランプ

電源ｽｲｯﾁＯＮ

運用開始ｽｲｯﾁ
ＯＮ

電池接続コネクタ

電池コネクタ

15

機器を設置後初めて電池を接続したときは、必ず上記の手順で各スイッチをONにして、初期設定および自
己診断動作を確認してください。スイッチを入れ忘れると、電池が内部回路に接続された状態で消耗し、電
池寿命が短くなる恐れがあります。
また運用開始スイッチをONしてから約1分間経過するまでは、停電が発生しても停電時遮断を行いません。
（内部回路への充電完了待機のため）
設置工事完了後に停電時遮断の動作確認を行う場合は、1分以上経過してから行ってください。
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なし

なし

なし

ブザー音

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

 ○ 都市ガス警報器のガスもれ警報連動テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

①テスト前
　（弁開状態） 開

開

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障
　　検出テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

②ガス採取器等
　で採取した
　ガスをかける。

③都市ガス警報
　器が鳴り止む。

警報

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯

（赤）点灯

数字４□（赤）
点灯

OK

開（緑） 点灯OK

OK

○

○

○

16

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

OK

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

OK

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

OK

41

なし

なし

なし

ブザー音

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

 ○ 都市ガス警報器のガスもれ警報連動テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

①テスト前
　（弁開状態） 開

開

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障
　　検出テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

②ガス採取器等
　で採取した
　ガスをかける。

③都市ガス警報
　器が鳴り止む。

警報

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯

（赤）点灯

数字４□（赤）
点灯

OK

開（緑） 点灯OK

OK

○

○

○

16

電源ﾗﾝﾌﾟ（緑）点灯

電源ﾗﾝﾌﾟ（緑）点灯
警報ﾗﾝﾌﾟ（赤）点灯

電源ﾗﾝﾌﾟ（緑）点灯

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障検出
　 テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

（注） 警報器の番号を確認すること。

（注） ３０秒以上警報状態が継続
　　　 すると、遮断弁が閉じます。　

□は警報器接続
端子台の番号
（図はＧ１の例）

なし

なし

なし

ブザー音

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

 ○ 都市ガス警報器のガスもれ警報連動テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

①テスト前
　（弁開状態） 開

開

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障
　　検出テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

②ガス採取器等
　で採取した
　ガスをかける。

③都市ガス警報
　器が鳴り止む。

警報

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯

（赤）点灯

数字４□（赤）
点灯

OK

開（緑） 点灯OK

OK

○

○

○

16

ガス検知（都市ガス警報器の警報
ランプ点灯）直後

（注）
　警報ﾗﾝﾌﾟ（赤）が
　点灯するまでガス
　をかけてください。

なし

なし

なし

ブザー音

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

 ○ 都市ガス警報器のガスもれ警報連動テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

①テスト前
　（弁開状態） 開

開

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障
　　検出テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

②ガス採取器等
　で採取した
　ガスをかける。

③都市ガス警報
　器が鳴り止む。

警報

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯

（赤）点灯

数字４□（赤）
点灯

OK

開（緑） 点灯OK

OK

○

○

○

16

なし

なし

なし

ブザー音

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

 ○ 都市ガス警報器のガスもれ警報連動テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

①テスト前
　（弁開状態） 開

開

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障
　　検出テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

②ガス採取器等
　で採取した
　ガスをかける。

③都市ガス警報
　器が鳴り止む。

警報

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯

（赤）点灯

数字４□（赤）
点灯

OK

開（緑） 点灯OK

OK

○

○

○

16

なし

なし

なし

ブザー音

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

 ○ 都市ガス警報器のガスもれ警報連動テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

①テスト前
　（弁開状態） 開

開

※ ガス採取器を使用した警報テストが困難な場合は、次頁の「都市ガス警報器の故障
　　検出テスト」を必ず行って、都市ガス警報器と操作器の連動を確認してください。

②ガス採取器等
　で採取した
　ガスをかける。

③都市ガス警報
　器が鳴り止む。

警報

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯

（赤）点灯

数字４□（赤）
点灯

OK

開（緑） 点灯OK

OK

○

○

○

16
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ブザー音

なし

 ○ 都市ガス警報器の故障検出テスト

テスト方法

開

開
②都市ガス警報
　器を取り外す。

取付けベース

③都市ガス警報
　器を元に戻す。

開

ブザー停止
スイッチを押
すとブザー
音が止まり
ます。

 ○ 現在圧力確認テスト

テスト方法 操作器 遮断弁

ブザー停止スイッチ
を２秒以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯ
というブザー音が
出るまで）押す。

開　数字ランプ表示
　　０．０ 点滅（読取中）

  　圧力値（kPa）表示
　　(５秒間）

（注）
　ガス未通状態のときは
　０．０　と表示します。
　（圧力低下遮断の状態）

（注）
遮断弁の開閉状態
に関係なく、現在圧
力値を確認できま
す。

ＤＣ２４Ｖ警報器
の場合

（緑） 点灯OK

OK

即時

ﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯ・・
（連続）

OK

３１

（緑） 点灯OK

OK

（緑）点灯
（赤）点灯
（赤）点灯

数字３□（赤）
点灯

OK

なし
（停止）

表示例 2.1kPa

□は警報器接 
端子台の番号
（図はＧ１の例）

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

○

○

○

○

17

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大
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・・・・・
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2.1
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ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

OK

表示例２.１kPa

電源ﾗﾝﾌﾟ（緑）点灯

（注） 警報器の番号を確認すること。

電源ﾗﾝﾌﾟ（緑）消灯

電源ﾗﾝﾌﾟ（緑）点灯

□は警報器接続
端子台の番号
（図はＧ１の例）

　　  （赤）と　　　　（赤）、

および数字３□（赤）は

自動的に消灯し、

ブザー音も自動的

に止まります。

ブザー音

なし
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テスト方法
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○
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○
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ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

○

×

×

18

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器
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ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

91
止

止

OK

即時に遮断動作を開始する。

遮断弁が閉じてから１０分後に漏洩検査を開始する。

漏洩検査開始時にガス圧力が１.２kPa以下の場合、もれ大と判定する。

ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

○

×

×

18

ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

○

×

×

18

ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

○

×

×

18

ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

○

×

×

18

ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

○

×

×

18

ブザー音

なし

なし

なし

 ○ 使用停止スイッチによる遮断と漏洩検査テスト

開

②使用停止
　スイッチを押す。

テスト方法

閉

（緑） 点灯OK

OK

（黄）点灯止

止

①テスト前
　（弁開状態）

操作器 遮断弁

即時に遮断動作を開始する。

③ガス器具に点
　火して、配管内
　のガスを消費
　する。
　点火後、１０分間
　待つ。

数字９１（赤）
点灯

止 （黄）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯

（赤）点灯
９１

止

閉

※ 遮断弁の開操作は、次頁の 「使用開始スイッチによる安全確認機能テスト」を参照
　　願います。

④「もれ大」表示
　が出ていること
　を確認する。

遮断弁が閉じてから１０分後に漏洩検査を開始する。

漏洩検査開始時にガス圧力が1.2kPa以下の場合、もれ大と判定する。

○

×

×

18
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なし

ブザー音

なし

システムの作動点検終了後、操作器の電源を切る場合は、
停電時遮断機能にご注意ください。
停電時遮断ありに設定してあると（Ｐ１１参照）、ブレーカー
を落とすなどして操作器の電源を切ったとき、５秒後に自動
的に遮断します。遮断を避けたいときは、必ず先に操作器
の運用開始スイッチをＯＦＦにしてください。
その後で、電源スイッチをＯＦＦにするか、または
電源ブレーカーを落としてください。

 ○ 使用開始スイッチによる安全確認機能テスト

（注）
待ち時間は遮断
弁の口径と遮断
弁下流側の配管
容積設定により異
なります。

テスト方法

閉

②使用開始
　スイッチを押す。

開

閉

③安全確認
　 終了

（注）
検査開始時にガス圧力
が１.２kPa未満の場合、
自動的に一度遮断弁を
開いて下流側にガスを
供給した後に検査を行
います。

止

（黄）点灯止

止

０２

OK

押す

待ち時間（赤）
表示

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止

止

０１

OK

待ち時間（赤）
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止
待ち時間
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（緑） 点灯OK

OK

ピーピーピー
（1回）

下流側のもれを検知したときは、遮断弁は
開きません。（取扱説明書　Ｐ１０参照）

※ガス栓・器具栓
   は必ず閉める
   こと

①テスト前
　（弁閉状態）

操作器 遮断弁

○

×

×

①先に運用開始ｽｲｯﾁを
　 ＯＦＦ

②次に電源
　ｽｲｯﾁを
　ＯＦＦ
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注意

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

止

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

OK

OK 止

02

押す

しばらくお待ちください
検査中

定期交換のお知らせ

操作器

ガス使用可

ガス漏れ警報器作動

不完全燃焼警報器作動

防災センター遮断

地震・振動検知

ガス圧力低下検知

ガス栓・器具栓開放

ガス漏れ

停電検知

電池切れ

故障⇒ガス会社に
ご連絡ください。

外部連動装置作動
（フード消化等）

ガス停止中

OK 止

使用
開始

故障

分

秒

使用
停止

ブザー
停止

遮断弁

・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・

小 中 大

OK 止

01 待ち時間
カウントダウン

 待ち時間のカウントダウン
 （例）３分→２分→９９秒→９８秒 ・・・

なし

ブザー音

なし

システムの作動点検終了後、操作器の電源を切る場合は、
停電時遮断機能にご注意ください。
停電時遮断ありに設定してあると（Ｐ１１参照）、ブレーカー
を落とすなどして操作器の電源を切ったとき、５秒後に自動
的に遮断します。遮断を避けたいときは、必ず先に操作器
の運用開始スイッチをＯＦＦにしてください。
その後で、電源スイッチをＯＦＦにするか、または
電源ブレーカーを落としてください。

 ○ 使用開始スイッチによる安全確認機能テスト

（注）
待ち時間は遮断
弁の口径と遮断
弁下流側の配管
容積設定により異
なります。

テスト方法

閉

②使用開始
　スイッチを押す。

開

閉

③安全確認
　 終了

（注）
検査開始時にガス圧力
が１.２kPa未満の場合、
自動的に一度遮断弁を
開いて下流側にガスを
供給した後に検査を行
います。

止

（黄）点灯止

止

０２

OK

押す

待ち時間（赤）
表示

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止

止

０１

OK

待ち時間（赤）
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止
待ち時間
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（緑） 点灯OK

OK

ピーピーピー
（1回）

下流側のもれを検知したときは、遮断弁は
開きません。（取扱説明書　Ｐ１０参照）

※ガス栓・器具栓
   は必ず閉める
   こと

①テスト前
　（弁閉状態）

操作器 遮断弁

○

×

×

①先に運用開始ｽｲｯﾁを
　 ＯＦＦ

②次に電源
　ｽｲｯﾁを
　ＯＦＦ

19

下流側のもれを検知したときは、遮断弁は
開きません。（取扱説明書　Ｐ１０参照）

なし

ブザー音

なし

システムの作動点検終了後、操作器の電源を切る場合は、
停電時遮断機能にご注意ください。
停電時遮断ありに設定してあると（Ｐ１１参照）、ブレーカー
を落とすなどして操作器の電源を切ったとき、５秒後に自動
的に遮断します。遮断を避けたいときは、必ず先に操作器
の運用開始スイッチをＯＦＦにしてください。
その後で、電源スイッチをＯＦＦにするか、または
電源ブレーカーを落としてください。

 ○ 使用開始スイッチによる安全確認機能テスト

（注）
待ち時間は遮断
弁の口径と遮断
弁下流側の配管
容積設定により異
なります。

テスト方法

閉

②使用開始
　スイッチを押す。

開

閉

③安全確認
　 終了

（注）
検査開始時にガス圧力
が１.２kPa未満の場合、
自動的に一度遮断弁を
開いて下流側にガスを
供給した後に検査を行
います。

止

（黄）点灯止

止

０２

OK

押す

待ち時間（赤）
表示

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止

止

０１

OK

待ち時間（赤）
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止
待ち時間
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（緑） 点灯OK

OK

ピーピーピー
（1回）

下流側のもれを検知したときは、遮断弁は
開きません。（取扱説明書　Ｐ１０参照）

※ガス栓・器具栓
   は必ず閉める
   こと

①テスト前
　（弁閉状態）

操作器 遮断弁

○

×

×

①先に運用開始ｽｲｯﾁを
　 ＯＦＦ

②次に電源
　ｽｲｯﾁを
　ＯＦＦ
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なし

ブザー音

なし

システムの作動点検終了後、操作器の電源を切る場合は、
停電時遮断機能にご注意ください。
停電時遮断ありに設定してあると（Ｐ１１参照）、ブレーカー
を落とすなどして操作器の電源を切ったとき、５秒後に自動
的に遮断します。遮断を避けたいときは、必ず先に操作器
の運用開始スイッチをＯＦＦにしてください。
その後で、電源スイッチをＯＦＦにするか、または
電源ブレーカーを落としてください。

 ○ 使用開始スイッチによる安全確認機能テスト

（注）
待ち時間は遮断
弁の口径と遮断
弁下流側の配管
容積設定により異
なります。

テスト方法

閉

②使用開始
　スイッチを押す。

開

閉

③安全確認
　 終了

（注）
検査開始時にガス圧力
が１.２kPa未満の場合、
自動的に一度遮断弁を
開いて下流側にガスを
供給した後に検査を行
います。

止

（黄）点灯止

止

０２

OK

押す

待ち時間（赤）
表示

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止

止

０１

OK

待ち時間（赤）
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（黄）点灯

（黄）点滅

（緑）点滅OK

止
待ち時間
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

（緑） 点灯OK

OK

ピーピーピー
（1回）

下流側のもれを検知したときは、遮断弁は
開きません。（取扱説明書　Ｐ１０参照）

※ガス栓・器具栓
   は必ず閉める
   こと

①テスト前
　（弁閉状態）

操作器 遮断弁

○

×

×

①先に運用開始ｽｲｯﾁを
　 ＯＦＦ

②次に電源
　ｽｲｯﾁを
　ＯＦＦ
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なし

ブザー音

なし

システムの作動点検終了後、操作器の電源を切る場合は、
停電時遮断機能にご注意ください。
停電時遮断ありに設定してあると（Ｐ１１参照）、ブレーカー
を落とすなどして操作器の電源を切ったとき、５秒後に自動
的に遮断します。遮断を避けたいときは、必ず先に操作器
の運用開始スイッチをＯＦＦにしてください。
その後で、電源スイッチをＯＦＦにするか、または
電源ブレーカーを落としてください。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
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①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
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　①操作器の電源が入って
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上記、電源投入時の「電源が
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操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。
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・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
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ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
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　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。
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  への接続を確認し、修正する。
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　確認し、修正する。
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出るまで）押す。
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　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
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出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。
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・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。
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・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
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②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。
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　しても、操作器に故障
　表示が出ない。
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　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。
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 ■ 作動点検時のトラブルシューティング

システム設置後の作動点検において不具合が発生した場合は、この内容を参考にしてください。

不具合現象 原　　因 対応方法

・電源が入らない。
　（ランプが点灯しない）

①運用開始スイッチがＯＦＦ
　になっている。

②ＡＣ１００Ｖが来ていない。

運用開始スイッチを確認。
 ＯＦＦならばＯＮにする。

端子台にて電源電圧を確認。
 ０Ｖならば元電源を確認する。

・DC・DCコンバータ回路
　故障表示が出る。
　（数字ランプ　１７）

・電池がコネクタに接続
　されていない。

運用開始スイッチをＯＦＦにして
電池をコネクタに接続後、再度
運用開始スイッチをＯＮにする。

・通信回路故障表示
　（数字ランプ ００）と
　設定未完（数字ランプ
　 ０２）が出る。

・遮断弁の４本の信号線が
　正しく接続されていない。

①操作器の端子台で信号線の
　 色を確認し、修正する。

②絶縁キャップ部における接続
　 を確認し、修正する。

・都市ガス警報器の電源
　ランプが点灯しない。

・ＡＣ１００Ｖ警報器の場合、
　電源プラグが差し込まれて
　いない。

ＡＣ１００Ｖ警報器の電源プラグ
をコンセントに正しく差し込む。

・ＤＣ２４Ｖ警報器の場合、
　①操作器の電源が入って
　　いない。

上記、電源投入時の「電源が
入らない」を参照のこと。

　②取付けベースまで電源が
　　来ていない。

操作器のＤＣ２４Ｖ電源端子への
接続、取付けベース内の端子へ
の接続を確認し、修正する。

・都市ガス警報器が警報
　しても、操作器に警報
　表示が出ない。

・都市ガス警報器を取外
　しても、操作器に故障
　表示が出ない。

・操作器と都市ガス警報器間
　の信号線が正しく接続され
　ていない。

①操作器有電圧信号入力端子
  への接続を確認し、修正する。

②都市ガス警報器の有電圧信
　号出力コネクタへの接続（ＤＣ
　２４Ｖ警報器の場合は、取付け
　ベース内の端子への接続）を
　確認し、修正する。

・現在圧力値の表示が
　出ない。

・ブザー停止スイッチを
　長めに押していない。

ブザー停止スイッチを２秒
以上（ﾋﾟｯﾋﾟｯというブザー音が
出るまで）押す。

・ブレーカーを落としたら、
　遮断弁が閉じた。

・停電時遮断機能が働いた。
　（正常な動作です。）

前頁（Ｐ１９）下段の注意を
参照してください。

③ＡＣ２００Ｖを誤接続。 ①端子台にて電源電圧を確認。
　 １１０Ｖ以上ならば元電源
　 を確認する。

②操作器を交換する。
　　（２００Ｖ印加により破壊）

・漏洩検査テストで漏洩
　表示が出ない。

・遮断弁を閉じてから、１０分
　以上経過していない。

遮断弁を閉じてから、１０分
以上待つ。
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 ■ ラベル類への記入および確認
１．取付け年月日等の記入

　①操作器本体に貼付してある操作説明ラベルの下段に操作器の取付け年月日
      （西暦年と月日）を記入してください。

　②付属の遮断弁情報ラベルに、遮断弁の弁部と弁駆動部の取付け年月日、およ
      び遮断弁の設置場所を記入して、操作器の左側面に貼付してください。

　　※ 左側に障害物があって後からの貼付がむずかしいときは、操作器取付け前
         に記入して貼付してください。

貼付

 ■ お客さまへの使用方法の説明
１．作動点検終了後、お客さまに取扱説明書に従って使用方法を説明してください。

２．取扱説明書と保証書および設置工事説明書はお客さまにお渡ししてください。

３．取扱説明書は必ず読んでいただくこと、保証書・取扱説明書・設置工事説明書の
　　保管をお願いしてください。

 ■ お客さまへの周知事項
１．保証期間等、保証書に記載の事項。
２．操作器、遮断弁の有効使用期間と日常点検について。
３．取扱説明書および保証書を必ず読んで、内容を理解した上で取扱っていただくこと。
４．操作器の移設禁止。（移設が必要なときの連絡先）
５．操作器、その他連動機器の分解禁止。

【操作説明ラベル】 【遮断弁情報ラベル】

遮断弁の設置場所
を記入

操作器の取付け年月日を記入

遮断弁の取付け
年月日を記入

　　（１）操作器の内容説明
　　　①業務用自動ガス遮断装置の概要　：取扱説明書 Ｐ７
　　　②操作器のスイッチとランプについて　：取扱説明書 Ｐ８、Ｐ９
　　　③遮断弁の開閉方法　：取扱説明書 Ｐ１０、Ｐ１１
　　　④都市ガス警報器が作動したとき　：取扱説明書 Ｐ１３
　　　⑤機器故障時の動作　：取扱説明書 Ｐ１９
　　　⑥日常点検のお願い　：取扱説明書　Ｐ２４
　　　⑦内蔵感震器の設定（有効／無効）と地震発生時の動作　：取扱説明書 Ｐ１４
　　　⑧停電時遮断の設定（有効／無効）と停電時の動作　：取扱説明書 Ｐ１８

　　（２）警報時・故障時にとるべき措置
　　　①ガスもれにより都市ガス警報器が鳴ったとき　：取扱説明書 Ｐ２
　　　②警報ランプや故障ランプが点灯したとき　：取扱説明書　Ｐ２１、Ｐ２２
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操　作　方　法
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正常

操作器の取付け年月日 20　　年　　月　　日

異常

押す

弁が閉じて

ガス栓、器具栓
が閉まっている
ことを確認し、

再度　　　を押す

再度開操作をしても遮断弁が開かないとき、

が点灯している場合は、取扱説明書に従い対応してください。
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待ち時間が
カウントダウン

使用
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ガスが使えます

➡

➡
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⬇
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□その他
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記入後、操作器の左側面上部へ
貼付してください。
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年月日を記入
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①交換する新しい電池を確認する。
　 電池は市販品ではありません。
　 ご購入の際は、最寄りの矢崎総業㈱に
　 お問合せください。

 ■ 電池および操作器の交換作業について

 ○ 電池の交換

内蔵している電池が切れると、電池電圧低下表示が点灯します。
（故障表示も同時に点灯）
このときは、下記の手順で新しい電池と交換してください。

②端子台カバー固定ネジを緩めて端子台
　カバーを外し、中の電池を取外す。

　電池のコネクタを外すときは、操作器本体
　を片手で押さえ、電池のコネクタ付近の
　リード線を持って、手前に引張ってください。

電池が切れたときに点灯

④設定スイッチ２がONになっていることを確認する。
　設定スイッチ２がOFFのときは、ONにする。

③新しい電池のコネクタを差し込む。

⑤ スイッチを ブザー停止スイッチを
　押しながら運用開始スイッチをONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行います。
　（Ｐ１５のように、表示ランプが約３０秒間点滅します。）

⑥電池をケースに収めて、表示ランプの点滅が止まり、
　電池電圧低下表示および故障表示が消えたことを確認後、端子台カバーを取付けてください。
　※ このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON

※ 設定スイッチ２は停電時遮断あり/なし設定用です。
　　OFFでは停電時遮断機能が働きません。

電池

コネクタ付近のリード線を
持って引張る

ブザー停止スイッチを押しなが
ら運用開始ｽｲｯﾁをＯＦＦ→ＯＮ

設定ｽｲｯﾁ２ ON

ON

OFF

○ 電池交換前に電池電圧低下表示と故障表示を消したいときは、次の手順で行います。

①設定スイッチ２をOFFにする。
　設定スイッチは電池の裏側にあります。
　電池をケースから外して、操作してください。

②運用開始スイッチをOFFにして再びONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行い、表示ランプが約３０秒間点滅し
　ます。点滅が止まると、電池電圧低下表示と
　故障表示も消えます。

ON

OFF

設定ｽｲｯﾁ２ OFF

【交換用電池】
　品名：電池（ＹＣＢ-１３Ｅ用）
　お問合せ先：矢崎総業㈱

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON
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④設定スイッチ２がONになっていることを確認する。
　設定スイッチ２がOFFのときは、ONにする。

③新しい電池のコネクタを差し込む。

⑤ スイッチを ブザー停止スイッチを
　押しながら運用開始スイッチをONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行います。
　（Ｐ１５のように、表示ランプが約３０秒間点滅します。）

⑥電池をケースに収めて、表示ランプの点滅が止まり、
　電池電圧低下表示および故障表示が消えたことを確認後、端子台カバーを取付けてください。
　※ このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON

※ 設定スイッチ２は停電時遮断あり/なし設定用です。
　　OFFでは停電時遮断機能が働きません。

電池

コネクタ付近のリード線を
持って引張る

ブザー停止スイッチを押しなが
ら運用開始ｽｲｯﾁをＯＦＦ→ＯＮ

設定ｽｲｯﾁ２ ON

ON

OFF

○ 電池交換前に電池電圧低下表示と故障表示を消したいときは、次の手順で行います。

①設定スイッチ２をOFFにする。
　設定スイッチは電池の裏側にあります。
　電池をケースから外して、操作してください。

②運用開始スイッチをOFFにして再びONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行い、表示ランプが約３０秒間点滅し
　ます。点滅が止まると、電池電圧低下表示と
　故障表示も消えます。

ON

OFF

設定ｽｲｯﾁ２ OFF

【交換用電池】
　品名：電池（ＹＣＢ-１３Ｅ用）
　お問合せ先：矢崎総業㈱

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON
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①交換する新しい電池を確認する。
　 電池は市販品ではありません。
　 ご購入の際は、最寄りの矢崎総業㈱に
　 お問合せください。

 ■ 電池および操作器の交換作業について

 ○ 電池の交換

内蔵している電池が切れると、電池電圧低下表示が点灯します。
（故障表示も同時に点灯）
このときは、下記の手順で新しい電池と交換してください。

②端子台カバー固定ネジを緩めて端子台
　カバーを外し、中の電池を取外す。

　電池のコネクタを外すときは、操作器本体
　を片手で押さえ、電池のコネクタ付近の
　リード線を持って、手前に引張ってください。

電池が切れたときに点灯

④設定スイッチ２がONになっていることを確認する。
　設定スイッチ２がOFFのときは、ONにする。

③新しい電池のコネクタを差し込む。

⑤ スイッチを ブザー停止スイッチを
　押しながら運用開始スイッチをONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行います。
　（Ｐ１５のように、表示ランプが約３０秒間点滅します。）

⑥電池をケースに収めて、表示ランプの点滅が止まり、
　電池電圧低下表示および故障表示が消えたことを確認後、端子台カバーを取付けてください。
　※ このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON

※ 設定スイッチ２は停電時遮断あり/なし設定用です。
　　OFFでは停電時遮断機能が働きません。

電池

コネクタ付近のリード線を
持って引張る

ブザー停止スイッチを押しなが
ら運用開始ｽｲｯﾁをＯＦＦ→ＯＮ

設定ｽｲｯﾁ２ ON

ON

OFF

○ 電池交換前に電池電圧低下表示と故障表示を消したいときは、次の手順で行います。

①設定スイッチ２をOFFにする。
　設定スイッチは電池の裏側にあります。
　電池をケースから外して、操作してください。

②運用開始スイッチをOFFにして再びONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行い、表示ランプが約３０秒間点滅し
　ます。点滅が止まると、電池電圧低下表示と
　故障表示も消えます。

ON

OFF

設定ｽｲｯﾁ２ OFF

【交換用電池】
　品名：電池（ＹＣＢ-１３Ｅ用）
　お問合せ先：矢崎総業㈱

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON
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①交換する新しい電池を確認する。
　 電池は市販品ではありません。
　 ご購入の際は、最寄りの矢崎総業㈱に
　 お問合せください。

 ■ 電池および操作器の交換作業について

 ○ 電池の交換

内蔵している電池が切れると、電池電圧低下表示が点灯します。
（故障表示も同時に点灯）
このときは、下記の手順で新しい電池と交換してください。

②端子台カバー固定ネジを緩めて端子台
　カバーを外し、中の電池を取外す。

　電池のコネクタを外すときは、操作器本体
　を片手で押さえ、電池のコネクタ付近の
　リード線を持って、手前に引張ってください。

電池が切れたときに点灯

④設定スイッチ２がONになっていることを確認する。
　設定スイッチ２がOFFのときは、ONにする。

③新しい電池のコネクタを差し込む。

⑤ スイッチを ブザー停止スイッチを
　押しながら運用開始スイッチをONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行います。
　（Ｐ１５のように、表示ランプが約３０秒間点滅します。）

⑥電池をケースに収めて、表示ランプの点滅が止まり、
　電池電圧低下表示および故障表示が消えたことを確認後、端子台カバーを取付けてください。
　※ このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON

※ 設定スイッチ２は停電時遮断あり/なし設定用です。
　　OFFでは停電時遮断機能が働きません。

電池

コネクタ付近のリード線を
持って引張る

ブザー停止スイッチを押しなが
ら運用開始ｽｲｯﾁをＯＦＦ→ＯＮ

設定ｽｲｯﾁ２ ON

ON

OFF

○ 電池交換前に電池電圧低下表示と故障表示を消したいときは、次の手順で行います。

①設定スイッチ２をOFFにする。
　設定スイッチは電池の裏側にあります。
　電池をケースから外して、操作してください。

②運用開始スイッチをOFFにして再びONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行い、表示ランプが約３０秒間点滅し
　ます。点滅が止まると、電池電圧低下表示と
　故障表示も消えます。

ON

OFF

設定ｽｲｯﾁ２ OFF

【交換用電池】
　品名：電池（ＹＣＢ-１３Ｅ用）
　お問合せ先：矢崎総業㈱

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON
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①交換する新しい電池を確認する。
　 電池は市販品ではありません。
　 ご購入の際は、最寄りの矢崎総業㈱に
　 お問合せください。

 ■ 電池および操作器の交換作業について

 ○ 電池の交換

内蔵している電池が切れると、電池電圧低下表示が点灯します。
（故障表示も同時に点灯）
このときは、下記の手順で新しい電池と交換してください。

②端子台カバー固定ネジを緩めて端子台
　カバーを外し、中の電池を取外す。

　電池のコネクタを外すときは、操作器本体
　を片手で押さえ、電池のコネクタ付近の
　リード線を持って、手前に引張ってください。

電池が切れたときに点灯

④設定スイッチ２がONになっていることを確認する。
　設定スイッチ２がOFFのときは、ONにする。

③新しい電池のコネクタを差し込む。

⑤ スイッチを ブザー停止スイッチを
　押しながら運用開始スイッチをONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行います。
　（Ｐ１５のように、表示ランプが約３０秒間点滅します。）

⑥電池をケースに収めて、表示ランプの点滅が止まり、
　電池電圧低下表示および故障表示が消えたことを確認後、端子台カバーを取付けてください。
　※ このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON

※ 設定スイッチ２は停電時遮断あり/なし設定用です。
　　OFFでは停電時遮断機能が働きません。

電池

コネクタ付近のリード線を
持って引張る

ブザー停止スイッチを押しなが
ら運用開始ｽｲｯﾁをＯＦＦ→ＯＮ

設定ｽｲｯﾁ２ ON

ON

OFF

○ 電池交換前に電池電圧低下表示と故障表示を消したいときは、次の手順で行います。

①設定スイッチ２をOFFにする。
　設定スイッチは電池の裏側にあります。
　電池をケースから外して、操作してください。

②運用開始スイッチをOFFにして再びONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行い、表示ランプが約３０秒間点滅し
　ます。点滅が止まると、電池電圧低下表示と
　故障表示も消えます。

ON

OFF

設定ｽｲｯﾁ２ OFF

【交換用電池】
　品名：電池（ＹＣＢ-１３Ｅ用）
　お問合せ先：矢崎総業㈱

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON
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①交換する新しい電池を確認する。
　 電池は市販品ではありません。
　 ご購入の際は、最寄りの矢崎総業㈱に
　 お問合せください。

 ■ 電池および操作器の交換作業について

 ○ 電池の交換

内蔵している電池が切れると、電池電圧低下表示が点灯します。
（故障表示も同時に点灯）
このときは、下記の手順で新しい電池と交換してください。

②端子台カバー固定ネジを緩めて端子台
　カバーを外し、中の電池を取外す。

　電池のコネクタを外すときは、操作器本体
　を片手で押さえ、電池のコネクタ付近の
　リード線を持って、手前に引張ってください。

電池が切れたときに点灯

④設定スイッチ２がONになっていることを確認する。
　設定スイッチ２がOFFのときは、ONにする。

③新しい電池のコネクタを差し込む。

⑤ スイッチを ブザー停止スイッチを
　押しながら運用開始スイッチをONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行います。
　（Ｐ１５のように、表示ランプが約３０秒間点滅します。）

⑥電池をケースに収めて、表示ランプの点滅が止まり、
　電池電圧低下表示および故障表示が消えたことを確認後、端子台カバーを取付けてください。
　※ このとき、電池の線を挟まないように注意してください。

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON

※ 設定スイッチ２は停電時遮断あり/なし設定用です。
　　OFFでは停電時遮断機能が働きません。

電池

コネクタ付近のリード線を
持って引張る

ブザー停止スイッチを押しなが
ら運用開始ｽｲｯﾁをＯＦＦ→ＯＮ

設定ｽｲｯﾁ２ ON

ON

OFF

○ 電池交換前に電池電圧低下表示と故障表示を消したいときは、次の手順で行います。

①設定スイッチ２をOFFにする。
　設定スイッチは電池の裏側にあります。
　電池をケースから外して、操作してください。

②運用開始スイッチをOFFにして再びONにする。
　初期設定と操作器および遮断弁の自己診断を
　自動的に行い、表示ランプが約３０秒間点滅し
　ます。点滅が止まると、電池電圧低下表示と
　故障表示も消えます。

ON

OFF

設定ｽｲｯﾁ２ OFF

【交換用電池】
　品名：電池（ＹＣＢ-１３Ｅ用）
　お問合せ先：矢崎総業㈱

運用開始ｽｲｯﾁ
OFF→ON
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端子台カバー
　  固定ネジ

【交換用電池】
　品名：電池（YCB-13E用）
　お問合せ先
　　：矢崎エナジーシステム㈱

①交換する新しい電池を確認する。
　 電池は市販品ではありません。
　 ご購入の際は、最寄りの矢崎エナジー
　 システム㈱にお問合せください。

運用開始スイッチをOFFした後、
ブザー停止スイッチを押しながら
運用開始スイッチをON
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※ 停電時遮断ありに設定されている場合、電源スイッチを
　　先にOFFして、そのままの状態で5秒経過すると、遮断弁が
　　閉じてガスが使えなくなります。必ず先に運用開始スイッチ
　　をOFFにしてください。

③電源スイッチをOFFにする。

 ○ 操作器の交換

定期交換や故障により操作器を交換する場合は、下記の手順で行ってください。

①端子台カバー固定ネジを緩めて端子台カバーを外し、電池をケースから取外す。

②運用開始スイッチをOFFにする。

④操作器のＡＣ１００Ｖ電源（ブレーカー）を切ってから、配線を外して操作器を取外す。

⑤新しく取付ける操作器の設定スイッチを、取外した
　操作器の設定スイッチと同様に設定する。

⑥新しい操作器を取付けて配線し、作動点検を行う。（取付けと配線は本説明書のＰ６、Ｐ９、
　Ｐ１０を参照。作動点検はＰ１４～Ｐ１９を参照。）

設定ｽｲｯﾁの
確認と設定

弁駆動部の交換は、弁駆動部に添付されている交換作業説明書に従って行ってください。
なお、下記のような誤った交換を行うと不具合が発生しますので注意してください。

誤った交換方法 発生する不具合 正しい交換方法

⑦操作説明ラベルの下段に取付け年月日を記入する。また、取外した操作器の左側面に
　貼付してある遮断弁情報ラベルの内容を新しい操作器の遮断弁情報ラベルに書き写し、
　左側面に貼付する。（ラベルへの記入は本説明書のＰ２１を参照。）

新しい操作器と新しい弁駆
動部（交換用パーツ）に、
同時に交換する。

新しい弁駆動部

新しい
操作器

遮断弁の口径区分が失われる。

操作器は「故障」と数字「０２」を
表示する。

※ 新しい弁駆動部（交換用パーツ）
には口径区分が入っていないた
め、操作器に記憶されている遮断
弁の口径区分をコピーする必要が
ある。しかし、同時に新しい操作器
に交換すると操作器にもその区分
が無いため、連動不可能になる。

①操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をOFFにする。
②新しい弁駆動部に交換
　する。
③操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をONにする。（※ 初期設定
　と自己診断が行われ、新しい
　弁駆動部に口径区分が
　コピーされる。）
④次に新しい操作器に交換
　する。 詳細は「操作器の
　交換」を参照。

他の遮断弁から取外した弁
駆動部と交換する。

必ず交換用パーツとして購入
した弁駆動部と交換する。

交換用弁駆動部
の形式：ＭＤ

安全確認や漏洩検査が正確に
行われない。

※ 他の遮断弁（新品、中古に関係
なく）から取外した弁駆動部にはす
でに口径区分が入っている。
操作器は新しい遮断弁が接続され
たと認識して、新しい口径区分に基
づき安全確認や漏洩検査の時間を
設定する。
その結果、必要以上に検査時間が
長くなったり、逆に短すぎてガスもれ
が検知できなくなる。

 ○ 弁駆動部の交換

　新しく取り付ける弁駆動部
の信号線には、同梱されてい
るコネクタを使用してくださ
い。また、現状の施工状態を
確認の上、コネクタを接続して
ください。オス・メスを間違える
と信号線を接続できません。

ON

OFF

先に運用開始ｽｲｯﾁ
をＯＦＦ

　次に電源
　ｽｲｯﾁを
　ＯＦＦ
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※ 停電時遮断ありに設定されている場合、電源スイッチを
　　先にOFFして、そのままの状態で5秒経過すると、遮断弁が
　　閉じてガスが使えなくなります。必ず先に運用開始スイッチ
　　をOFFにしてください。

③電源スイッチをOFFにする。

 ○ 操作器の交換

定期交換や故障により操作器を交換する場合は、下記の手順で行ってください。

①端子台カバー固定ネジを緩めて端子台カバーを外し、電池をケースから取外す。

②運用開始スイッチをOFFにする。

④操作器のＡＣ１００Ｖ電源（ブレーカー）を切ってから、配線を外して操作器を取外す。

⑤新しく取付ける操作器の設定スイッチを、取外した
　操作器の設定スイッチと同様に設定する。

⑥新しい操作器を取付けて配線し、作動点検を行う。（取付けと配線は本説明書のＰ６、Ｐ９、
　Ｐ１０を参照。作動点検はＰ１４～Ｐ１９を参照。）

設定ｽｲｯﾁの
確認と設定

弁駆動部の交換は、弁駆動部に添付されている交換作業説明書に従って行ってください。
なお、下記のような誤った交換を行うと不具合が発生しますので注意してください。

誤った交換方法 発生する不具合 正しい交換方法

⑦操作説明ラベルの下段に取付け年月日を記入する。また、取外した操作器の左側面に
　貼付してある遮断弁情報ラベルの内容を新しい操作器の遮断弁情報ラベルに書き写し、
　左側面に貼付する。（ラベルへの記入は本説明書のＰ２１を参照。）

新しい操作器と新しい弁駆
動部（交換用パーツ）に、
同時に交換する。

新しい弁駆動部

新しい
操作器

遮断弁の口径区分が失われる。

操作器は「故障」と数字「０２」を
表示する。

※ 新しい弁駆動部（交換用パーツ）
には口径区分が入っていないた
め、操作器に記憶されている遮断
弁の口径区分をコピーする必要が
ある。しかし、同時に新しい操作器
に交換すると操作器にもその区分
が無いため、連動不可能になる。

①操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をOFFにする。
②新しい弁駆動部に交換
　する。
③操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をONにする。（※ 初期設定
　と自己診断が行われ、新しい
　弁駆動部に口径区分が
　コピーされる。）
④次に新しい操作器に交換
　する。 詳細は「操作器の
　交換」を参照。

他の遮断弁から取外した弁
駆動部と交換する。

必ず交換用パーツとして購入
した弁駆動部と交換する。

交換用弁駆動部
の形式：ＭＤ

安全確認や漏洩検査が正確に
行われない。

※ 他の遮断弁（新品、中古に関係
なく）から取外した弁駆動部にはす
でに口径区分が入っている。
操作器は新しい遮断弁が接続され
たと認識して、新しい口径区分に基
づき安全確認や漏洩検査の時間を
設定する。
その結果、必要以上に検査時間が
長くなったり、逆に短すぎてガスもれ
が検知できなくなる。

 ○ 弁駆動部の交換

　新しく取り付ける弁駆動部
の信号線には、同梱されてい
るコネクタを使用してくださ
い。また、現状の施工状態を
確認の上、コネクタを接続して
ください。オス・メスを間違える
と信号線を接続できません。

ON

OFF

先に運用開始ｽｲｯﾁ
をＯＦＦ

　次に電源
　ｽｲｯﾁを
　ＯＦＦ
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※ 停電時遮断ありに設定されている場合、電源スイッチを
　　先にOFFして、そのままの状態で5秒経過すると、遮断弁が
　　閉じてガスが使えなくなります。必ず先に運用開始スイッチ
　　をOFFにしてください。

③電源スイッチをOFFにする。

 ○ 操作器の交換

定期交換や故障により操作器を交換する場合は、下記の手順で行ってください。

①端子台カバー固定ネジを緩めて端子台カバーを外し、電池をケースから取外す。

②運用開始スイッチをOFFにする。

④操作器のＡＣ１００Ｖ電源（ブレーカー）を切ってから、配線を外して操作器を取外す。

⑤新しく取付ける操作器の設定スイッチを、取外した
　操作器の設定スイッチと同様に設定する。

⑥新しい操作器を取付けて配線し、作動点検を行う。（取付けと配線は本説明書のＰ６、Ｐ９、
　Ｐ１０を参照。作動点検はＰ１４～Ｐ１９を参照。）

設定ｽｲｯﾁの
確認と設定

弁駆動部の交換は、弁駆動部に添付されている交換作業説明書に従って行ってください。
なお、下記のような誤った交換を行うと不具合が発生しますので注意してください。

誤った交換方法 発生する不具合 正しい交換方法

⑦操作説明ラベルの下段に取付け年月日を記入する。また、取外した操作器の左側面に
　貼付してある遮断弁情報ラベルの内容を新しい操作器の遮断弁情報ラベルに書き写し、
　左側面に貼付する。（ラベルへの記入は本説明書のＰ２１を参照。）

新しい操作器と新しい弁駆
動部（交換用パーツ）に、
同時に交換する。

新しい弁駆動部

新しい
操作器

遮断弁の口径区分が失われる。

操作器は「故障」と数字「０２」を
表示する。

※ 新しい弁駆動部（交換用パーツ）
には口径区分が入っていないた
め、操作器に記憶されている遮断
弁の口径区分をコピーする必要が
ある。しかし、同時に新しい操作器
に交換すると操作器にもその区分
が無いため、連動不可能になる。

①操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をOFFにする。
②新しい弁駆動部に交換
　する。
③操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をONにする。（※ 初期設定
　と自己診断が行われ、新しい
　弁駆動部に口径区分が
　コピーされる。）
④次に新しい操作器に交換
　する。 詳細は「操作器の
　交換」を参照。

他の遮断弁から取外した弁
駆動部と交換する。

必ず交換用パーツとして購入
した弁駆動部と交換する。

交換用弁駆動部
の形式：ＭＤ

安全確認や漏洩検査が正確に
行われない。

※ 他の遮断弁（新品、中古に関係
なく）から取外した弁駆動部にはす
でに口径区分が入っている。
操作器は新しい遮断弁が接続され
たと認識して、新しい口径区分に基
づき安全確認や漏洩検査の時間を
設定する。
その結果、必要以上に検査時間が
長くなったり、逆に短すぎてガスもれ
が検知できなくなる。

 ○ 弁駆動部の交換

　新しく取り付ける弁駆動部
の信号線には、同梱されてい
るコネクタを使用してくださ
い。また、現状の施工状態を
確認の上、コネクタを接続して
ください。オス・メスを間違える
と信号線を接続できません。
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※ 停電時遮断ありに設定されている場合、電源スイッチを
　　先にOFFして、そのままの状態で5秒経過すると、遮断弁が
　　閉じてガスが使えなくなります。必ず先に運用開始スイッチ
　　をOFFにしてください。

③電源スイッチをOFFにする。

 ○ 操作器の交換

定期交換や故障により操作器を交換する場合は、下記の手順で行ってください。

①端子台カバー固定ネジを緩めて端子台カバーを外し、電池をケースから取外す。

②運用開始スイッチをOFFにする。

④操作器のＡＣ１００Ｖ電源（ブレーカー）を切ってから、配線を外して操作器を取外す。

⑤新しく取付ける操作器の設定スイッチを、取外した
　操作器の設定スイッチと同様に設定する。

⑥新しい操作器を取付けて配線し、作動点検を行う。（取付けと配線は本説明書のＰ６、Ｐ９、
　Ｐ１０を参照。作動点検はＰ１４～Ｐ１９を参照。）

設定ｽｲｯﾁの
確認と設定

弁駆動部の交換は、弁駆動部に添付されている交換作業説明書に従って行ってください。
なお、下記のような誤った交換を行うと不具合が発生しますので注意してください。

誤った交換方法 発生する不具合 正しい交換方法

⑦操作説明ラベルの下段に取付け年月日を記入する。また、取外した操作器の左側面に
　貼付してある遮断弁情報ラベルの内容を新しい操作器の遮断弁情報ラベルに書き写し、
　左側面に貼付する。（ラベルへの記入は本説明書のＰ２１を参照。）

新しい操作器と新しい弁駆
動部（交換用パーツ）に、
同時に交換する。

新しい弁駆動部

新しい
操作器

遮断弁の口径区分が失われる。

操作器は「故障」と数字「０２」を
表示する。

※ 新しい弁駆動部（交換用パーツ）
には口径区分が入っていないた
め、操作器に記憶されている遮断
弁の口径区分をコピーする必要が
ある。しかし、同時に新しい操作器
に交換すると操作器にもその区分
が無いため、連動不可能になる。

①操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をOFFにする。
②新しい弁駆動部に交換
　する。
③操作器の運用開始ｽｲｯﾁ
　をONにする。（※ 初期設定
　と自己診断が行われ、新しい
　弁駆動部に口径区分が
　コピーされる。）
④次に新しい操作器に交換
　する。 詳細は「操作器の
　交換」を参照。

他の遮断弁から取外した弁
駆動部と交換する。

必ず交換用パーツとして購入
した弁駆動部と交換する。

交換用弁駆動部
の形式：ＭＤ

安全確認や漏洩検査が正確に
行われない。

※ 他の遮断弁（新品、中古に関係
なく）から取外した弁駆動部にはす
でに口径区分が入っている。
操作器は新しい遮断弁が接続され
たと認識して、新しい口径区分に基
づき安全確認や漏洩検査の時間を
設定する。
その結果、必要以上に検査時間が
長くなったり、逆に短すぎてガスもれ
が検知できなくなる。

 ○ 弁駆動部の交換

　新しく取り付ける弁駆動部
の信号線には、同梱されてい
るコネクタを使用してくださ
い。また、現状の施工状態を
確認の上、コネクタを接続して
ください。オス・メスを間違える
と信号線を接続できません。
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お客さまご相談窓口

全国主要拠点

ガス販売事業者：

ガ ス 機 器 事 業 部

※ 機器に異常がある場合は、ご自分で修理なさらずにガス事業者、
　 または最寄りのお客さまご相談窓口にご相談ください。
　 なお、当社ホームページにおいてもご案内申し上げております。
　 URL ： http://www.yazaki-group.com　
※ 電話番号は変更になることがありますのでご了承ください。
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